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人と自然、地域の恵みが 響きあう健康交流都市

平成 18 年度

６月９日に開催された鹿屋市議会の
冒頭で施政方針を述べる山下市長。

南九州の
新たな拠点都市への
飛躍に向けて

施
策
・
事
業
の
展
開

　

こ
れ
ら
の
基
本
目
標
を
実
現
す

る
た
め
、
六
つ
の
政
策
の
柱
に
基

づ
い
て
、
各
種
施
策
・
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
は
「
地
域
の
資
源

を
生
か
し
た
交
流
の
促
進
と
地
域

に
根
ざ
し
た
産
業
の
振
興
」
で
す
。

  

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
が
非
常

に
厳
し
い
中
で
、
足
腰
の
強
い
自

立
し
た
都
市
を
形
成
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を

生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿

屋
市
で
は
「
ば
ら
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
、
ば
ら
園
の
拡
充
整
備

に
よ
り
、
年
間
誘
客
数
20
万
人
の

目
標
達
成
に
向
け
た
基
盤
が
整
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
ば
ら
に

関
す
る
商
品
開
発
な
ど
、
民
間
活

力
の
導
入
等
に
よ
る
観
光
産
業
の

振
興
を
図
り
な
が
ら
、
大
隅
地
域

に
お
け
る
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を

は
じ
め
と
す
る
広
域
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
増
加
促

進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
第
一
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
が
求
め
る
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
生
産
物
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
、

○
農
業
に
お
い
て
は
、
生
産
基
盤

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

　

私
は
、
時
代
の
潮
流
に
的
確
に

対
応
し
、
大
隅
の
中
核
都
市
と
し

て
、
地
方
分
権
の
受
け
皿
に
ふ
さ

わ
し
い
自
立
し
た
拠
点
都
市
の
形

成
を
目
指
し
て
、
経
営
的
な
視
点

に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

を
断
行
し
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
最
大
限
に
活
用
し
た
地
域
活
性

化
と
と
も
に
、
新
市
の
早
期
の
一

体
性
の
確
立
と
、
均
衡
あ
る
発
展

を
目
指
し
て
、
市
政
運
営
の
基
本

姿
勢
に
「
融
合
」「
改
革
」「
前
進
」

の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
姿
勢
を
念
頭
に
、

○
地
域
経
済
と
産
業
の
活
力
を
創

出
し
、
市
民
が
安
心
と
安
全
を

実
感
す
る
、「
自
立
都
市
」
の

創
造

○
市
民
と
創
る
、
人
と
自
然
、
新

市
各
地
域
が
「
共
生
」
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

○
新
市
の
個
性
や
魅
力
の
連
携
・

再
構
築
に
よ
る
様
々
な「
交
流
」

が
展
開
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
○
地
域
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
南

九
州
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
「
都
市
機
能
」
の
充
実

を
基
本
目
標
と
し
て
、
活
力
溢
れ

る
新
た
な
拠
点
都
市
の
形
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

を
図
り
ま
す
。

　

第
二
は
、「
南
九
州
の
新
た
な

拠
点
都
市
の
創
造
を
目
指
し
た
都

市
機
能
の
充
実
」
で
す
。

　

社
会
資
本
や
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
、
新
市
の
都
市
機
能
の
充
実

に
向
け
た
取
り
組
み
に
当
た
っ
て

は
、

○
南
九
州
の
新
た
な
拠
点
都
市
の

形
成

○
新
市
の
早
期
の
一
体
性
の
確
保
、

均
衡
あ
る
発
展

の
二
つ
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、

鹿
屋
市
の
都
市
計
画
の
あ
り
方
を

示
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

  

新
た
な
拠
点
都
市
を
目
指
し
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
賑
わ
い
と

求
心
力
を
持
つ
中
心
市
街
地
の
再

生
に
向
け
て
、

○
北
田
大
手
町
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
お
け
る
、
芸
術
・
文

化
・
学
習
や
、情
報
な
ど
の
様
々

な
分
野
の
交
流
を
促
進
す
る
公

共
公
益
施
設
の
整
備

○
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
ま
ち

な
か
パ
ー
ク
等
の
整
備

○
打
馬
・
王
子
・
下
祓
川
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
、
周
辺
地
域

の
整
備
等

も
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
一
体
性
の
確
保
や
、
域
内

の
整
備
は
も
と
よ
り
、
認
定
農

業
者
を
中
心
と
し
た
担
い
手
農

家
や
生
産
組
織
の
育
成
・
強
化

○
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
優
良
種

の
導
入
促
進
に
よ
る
質
や
生
産

性
の
向
上
、
畜
舎
・
堆
肥
舎
等

の
施
設
整
備
に
よ
る
、
環
境
に

配
慮
し
た
全
国
に
誇
れ
る
産
地

づ
く
り

○
水
産
業
に
お
い
て
は
、
か
の
や

カ
ン
パ
チ
ブ
ラ
ン
ド
施
設
整
備

事
業
に
よ
る
、
い
け
す
係
留
施

設
の
整
備

な
ど
を
進
め
、
健
康
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
目
指
し
た
さ
ら
な
る
生
産

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
元
産
品

の
付
加
価
値
を
高
め
る
食
品
加
工

製
造
業
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業

の
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
、
第
一

次
産
業
を
基
軸
と
し
た
、
内
発
型

の
産
業
構
造
の
構
築
を
は
じ
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
新
た
な

雇
用
の
創
出
に
向
け
た
新
市
の
産

業
振
興
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま

す
。
そ
し
て
、
現
在
、
整
備
に
着

手
し
て
い
る
（
仮
称
）
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

○
食
品
加
工
製
造
業
の
起
業
・
創

業
へ
の
支
援

○
地
場
製
造
業
の
事
業
拡
大
、
育

成
・
強
化
へ
の
支
援

○
域
外
資
本
企
業
の
立
地
促
進
・

支
援
の
充
実
・
強
化

外
の
交
流
促
進
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
旧
市
町
間
を
結
ぶ
主

要
幹
線
道
路
や
橋
梁
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
の
生
活
道
路

等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
速
交
通
体
系
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
東
九
州
自
動
車

道
末
吉
財
部
イ
ン
タ
ー
か
ら
鹿
屋

串
良
イ
ン
タ
ー
間
の
早
期
開
通
に

向
け
た
取
り
組
み
と
と
も
に
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
鹿
屋
串
良
イ

ン
タ
ー
線
な
ど
の
整
備
を
引
き
続

き
促
進
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
桜
ヶ

丘
市
営
住
宅
の
建
替
に
伴
う
第
１

期
の
実
施
設
計
を
は
じ
め
、
輝
北

町
の
定
住
促
進
住
宅
の
建
設
、
そ

の
他
市
内
各
地
区
の
市
営
住
宅
の

維
持
補
修
な
ど
居
住
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

第
三
は
「
す
べ
て
の
市
民
が
健

や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
に

基
づ
き
、

○
育
児
の
援
助
を
必
要
と
す
る
保

護
者
に
、
子
ど
も
を
預
か
り
た

い
人
を
斡
旋
す
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
実
施
準
備

○
子
育
て
へ
の
負
担
感
の
緩
和
を

図
る
た
め
、
相
互
交
流
の
場
を

　６月９日に開催された鹿屋市議会６月定例
会本会議で、山下市長が、市政運営の基本
方針となる施政方針を述べました。
　その内容を紹介します。
　※一部要約してあります。
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建設が進む鹿屋串良インター線 南日本クロスカントリー大会 INきほく 鶴峰小学校屋内運動場（完成予想図）鹿屋市産業支援センター（完成予想図）

一般会計補正予算
　平成18 年度の当初予算は、予算編成時に合併
を迎え、新市の市長選挙が執行されたことなどから、
一般会計において、義務的経費を中心とした骨格予
算を編成していました。
　鹿屋市議会６月定例会では、この骨格予算に政
策的経費を追加するするための補正予算（56 億７千
500万円）が可決され、補正後の予算総額は436
億５千 600万円となっています。
　今回の補正予算は、合併後実質的に初めての通常
予算となることから、市民と共に創る「健康交流都
市」を目指し、時代潮流に的確に対応した行政サー
ビスを提供するため、施政方針で述べた６つの政策
の柱を中心とした施策・事業の積極的な展開に努め
ることを基本として、年間の見通しの上に立った、予
算編成を行いました。

補正予算の主な事務事業
①地域の資源を生かした交流の促進と地域に根ざ
した産業の振興　　　　　　　（906,211千円）
　・産業支援センター運営事業

　・強い産業づくり事業

②南九州の新たな拠点都市の創造を目指した都市
機能の充実　　　　　　　　（2,299,929 千円）
　・市民交流センター準備経費
　・吾平中央公園建設事業

③すべての市民が健やかで安心して暮らせるまちづ
くりの推進　　　　　　　　　  （124,767千円）
　・地域防災計画策定事業

　・すこやか地域づくり支援事業

④次代を担う豊かな人づくりの推進（818,140 千円）
　・鹿屋市スクールガード事業
　・鹿屋市スポーツ振興計画策定事業

⑤豊かな自然と共生するうるおいに満ちたまちづく
りの推進　　　　　　　　　　（500,470 千円）
　・水質浄化対策事業

　・鹿屋市環境基本計画推進事業

⑥市民とともに進める時代に適合した自治体づく
りの推進　　　　　　　　　　   （46,692 千円）
　・総合計画策定事業

用 

語 

解 

説

■義務的経費
　支出が義務づけられており、任意に削減できない
経費で、人件費、扶助費及び公債費の合計額。
■骨格予算
　市長選挙実施などの関係から政策的判断が難しい
場合に、政策的経費を除き、人件費等を中心とした
必要最小限度の経費を計上する予算。

設
置
し
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
相
談
・
情
報
提
供
体

制
を
充
実
し
て
い
く
「
つ
ど
い

の
広
場
事
業
」
の
取
り
組
み

な
ど
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
し
て

は
、
病
気
そ
の
も
の
を
予
防
す
る

一
次
予
防
に
重
点
を
置
い
た
、
生

活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
普
及
・
定
着
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら

○
健
康
づ
く
り
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
と
連
携
・
協
働
し
た
、
地

域
主
体
の
健
康
づ
く
り
活
動
の

推
進

○
基
本
健
診
や
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
の
連
携
の
も
と
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
意

識
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
生
活
機
能
の
維
持
、
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

障
害
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
中
に
障
害
者
基
本
法
に
基
づ

く
新
市
の
障
害
者
基
本
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
中
心
市
街
地
の
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
交
流
促
進
や
、
福
祉
に
関

す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
、
相
談

な
ど
、
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と

な
る
福
祉
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
の
総
合
的
・
一
体

的
な
防
災
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
不
測
の
危
機
発
生
時
に
、

市
民
の
生
命
や
財
産
を
保
護
す
る

た
め
の
危
機
管
理
の
基
本
的
な
指

針
を
定
め
ま
す
。

　

第
四
は
、「
次
代
を
担
う
豊
か

な
人
づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

今
日
、
社
会
モ
ラ
ル
の
低
下
や
、

犯
罪
の
低
年
齢
化
が
進
む
と
と
も

に
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
痛

ま
し
い
事
件
が
全
国
各
地
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
に
地

域
を
あ
げ
て
対
応
し
、
児
童
・
生

徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
を
図

る
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業
」
を
、

県
内
各
地
に
先
駆
け
、
新
市
の
学

校
区
全
体
に
拡
大
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
と
安
心
を
守
る
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
健
や
か

な
心
と
身
体
を
育
む
た
め
、
細
山

田
小
学
校
の
校
舎
や
鶴
峰
小
学
校

の
屋
内
運
動
場
等
の
増
改
築
を
は

じ
め
、
市
内
小
中
学
校
の
教
育
環

境
の
充
実
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
芸
術
文
化

学
習
プ
ラ
ザ
と
し
て
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
市
民
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
学
習
機
会
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
田
崎

地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

整
備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

○
き
ほ
く
上
場
公
園
、
串
良
平
和

ア
リ
ー
ナ
、
吾
平
運
動
場
な
ど
、

市
内
全
域
の
豊
富
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
各
種
合
宿
・

大
会
の
誘
致
等
に
よ
る
内
外
の

交
流
促
進

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
総
合
的
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け

た
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
五
は
、「
豊
か
な
自
然
と
共

生
す
る
う
る
お
い
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

国
内
有
数
の
畜
産
地
帯
を
形
成

し
て
い
る
本
市
に
あ
っ
て
は
、
安

心
・
安
全
な
生
産
物
の
供
給
を
維

持
・
増
進
し
て
い
く
た
め
、
畜
産

公
募
委
員
等
に
よ
る
会
議
の
設
置

な
ど
、
多
く
の
市
民
の
参
画
を
促

進
し
な
が
ら
計
画
策
定
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
協
働
」
社
会
の
実
現

に
は
、
市
民
と
行
政
の
相
互
の
理

解
と
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
な
広
報
、
情
報
提
供
に

努
め
る
と
と
も
に
行
政
評
価
制
度

を
導
入
し
、
さ
ら
に
効
率
的
で
透

明
性
・
公
平
性
の
高
い
市
政
運
営

を
進
め
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
公
共
施
設
の
管
理
運

営
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
施
設
等

の
整
備
に
際
し
て
は
、
民
間
活
力

に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
指
針
を

策
定
し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
18
度
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
述
べ

ま
し
た
が
、
財
政
、
環
境
、
福
祉

を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
で
の
大

き
な
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方

は
ま
さ
に
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
真
摯
に
受

け
止
め
、「
鹿
屋
市
行
政
経
営
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
定
員
適
正

化
計
画
を
早
急
に
定
め
る
と
と
も

に
、
組
織
機
構
の
見
直
し
や
、
事

務
事
業
の
一
体
化
と
改
善
、
職
員

の
能
力
開
発
と
意
識
改
革
な
ど
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
断
行
し

ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
、
市
民
、
企
業
、
議
会
、

行
政
な
ど
、
新
市
の
す
べ
て
が
協

働
し
、
旧
１
市
３
町
が
早
期
に
融

合
し
て
、
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て

も
、
魅
力
あ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
す
べ
て
の
市
民
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
18

年
度
は
、
新
生
「
鹿
屋
市
」
が
南

九
州
の
新
た
な
拠
点
都
市
と
し
て

の
飛
躍
・
発
展
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
あ
り
、
力
強
く
前
進

を
始
め
る
重
要
な
時
期
で
す
。

　
「
人
と
自
然
、
地
域
の
恵
み
が

響
き
あ
う
健
康
交
流
都
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、
職
員
と
一
丸
と
な

っ
て
、
市
政
運
営
に
邁
進
い
た
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
２
５

環
境
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
鹿
屋
・
串
良
地
区

を
中
心
に
、
堆
肥
舎
等
の
整
備
な

ど
、
家
畜
排
せ
つ
物
等
の
地
域
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

肝
属
川
の
水
質
改
善
に
向
け
、
引

き
続
き
下
水
道
の
整
備
や
小
型
合

併
処
理
浄
化
槽
の
導
入
を
進
め
る

と
と
も
に
、
水
質
汚
濁
が
著
し
い

樋
渡
橋
下
流
の
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
、
水

質
浄
化
と
併
せ
た
環
境
保
護
の
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
に
京
都
議
定

書
が
発
効
さ
れ
、
早
期
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
事
業

所
等
に
先
立
ち
、
鹿
屋
市
役
所
と

し
て
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
本
年
度
、
そ
の
実
行

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

第
六
は
、「
市
民
と
と
も
に
進

め
る
時
代
に
適
合
し
た
自
治
体
づ

く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

本
年
度
は
、
市
政
運
営
の
羅
針

盤
と
も
言
う
べ
き
、
新
生
「
鹿
屋

市
」
の
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手

す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
計
画
案
の
段
階
で

広
く
公
表
し
意
見
等
を
伺
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
や
、

む
す
び
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　串良平和公園内に地中海をイメージして造られた「ア
クアゾーンくしら」は、県内最大規模を誇るレジャー
プールです。一周 204 ｍの流水プールをはじめ、74ｍ
と 48ｍの２つのウォータースライダーや、幼児プール
があります。
○利用期間　７月 15 日～８月 31 日
○利用時間　10 時～ 18 時　
○利用料金　３歳以上の幼児　　　200 円
　　　　　　小・中学生、高校生　300 円
　　　　　　一般　　　　　　　　500 円
　　　　　　　※コインロッカー　100 円
【問い合わせ】　
　串良総合支所建設維持課　☎ 0994-63-3115
　アクアゾーンくしら　☎ 0994-63-8287（期間中のみ）

シ 更 ト 駐

いでみよう
シ ＝シャワー 更 ＝更衣室 ト ＝トイレ 駐 ＝駐車場

　遠浅の白浜が続き、安心して泳げる海水浴場とし
て人気があります。今年は、テントサイトが新たに
整備され、テントを簡単に設置できるようになりま
した。
○利用期間　７月７月～８月 31 日
キャンプ場
○利用料金　貸テント 700 円～
　　　　　　持込料　 300 円～
【問い合わせ】
　市商工観光課　　☎ 0994-31-1121
　浜田キャンプ村　☎ 0994-47-2068（期間中のみ）

　海水浴はもちろん、ヨットやウインドサーフィ
ンなどのマリンスポーツも楽しめる海水浴場と
して人気があります。ウッドデッキや展望台な
ども整備されており、海の景色や潮風をゆっく
り楽しめます。
○利用期間　７月７月～８月 31 日
【問い合わせ】
　市商工観光課　☎ 0994-31-1121
　高須海水浴場　☎ 0994-47-3504（期間中のみ）

　大塚山の麓にある串良 B&G 海洋センターには、
屋根付きの 25mプールと幼児プールがあります。
○利用期間　７月21日～８月31日（月曜日を除く）
○利用時間　９時～ 11 時 45 分
　　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
○利用料金　（市内）　３歳～中学生 　  　50 円
　　　　　　　　　　高校生・一般　　100 円
　　　　　　（市外）　３歳～中学生　　100 円
　　　　　　　　　　高校生・一般 　   200 円
【問い合わせ】
　串良 B&G海洋センター　☎ 0994-63-7238

　鹿屋中央公園内にある市営プールには、50ｍ
プール・25ｍプール・幼児プールがあります。
○利用期間　７月１日～８月 31 日　
○利用時間　10 時～正午・13 時～ 17 時
○利用料金　無　料
【問い合わせ】
　市体育館　☎ 0994-43-7221

　今年の夏は、海や山へ行って、夏をおもっ
きり楽しんでみませんか。
　海水浴場やプール、キャンプ場やバンガロ
ーなど、市内には子供から大人までみんなで
楽しめる施設がいっぱいあります。ぜひ、鹿
屋の夏を楽しんでください。

シ 更 ト 駐シ 更 ト 駐

シ 更 ト 駐

海水浴客でにぎわう浜田キャンプ村海水浴場

い
で
み
よ
う　

ま
っ
て
み
よ
う

シ 更 ト 駐
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　手軽に森林浴ができる大箆柄川沿いの渓流を
生かしたレクリエーション施設です。真夏でも
涼しく感じられる遊歩道と 40人が一度に宿泊で
きる大型バンガローがあります。
○施設概要　バンガロー１棟（40 人用）
○利用期間　４月１日～ 12 月 25 日
○利用料金　宿泊　１人につき 630 円
　　　　　　休憩　１人につき 210 円
【問い合わせ】
　市商工観光課　☎ 0994-31-1121

　錦江湾を見下ろす、なだらかな丘陵に広がる霧島ヶ
丘公園には、子供たちが楽しく遊べる遊具や、バン
ガロー及びキャビンの宿泊施設があります。
○施設概要　バンガロー２棟（20 人・25 人用）
　　　　　　※各棟とも 10人以上から利用可能
　　　　　　キャビン　５棟（７人用）
○利用期間　４月１日～７月20日・９月１日～ 30 日
　　　　　　までは日曜日・祝日及びその前日。７月
　　　　　　21 日～８月 31 日までは月曜日を除く
　　　　　　毎日。
○利用料金　バンガロー　宿泊１人につき 630 円
　　　　　　　　　　　　休憩１人につき 210 円
　　　　　　キャビン　　１棟につき　  5,250 円
【問い合わせ】
　　霧島ヶ丘公園　☎ 0994-40-2170

　雄大な自然環
境 に 恵 ま れ た
キャンプ場では、
キャンプファイ
ヤーや星空観察
など様々な自然体験活動が楽しめます。
○施設概要　常設テント　280 人分
　　　　　　※６人用テント× 40張
　　　　　　※ 10人用テント×４張
　　　　　　移動用テント　140 人分
　　　　　　※７人用テント× 20張
○利用期間　通年（年末年始は休み）
○利用料金　無料
【問い合わせ】
　　国立大隅青少年自然の家　☎ 0994-46-2222

　下小原池を望む２階建てのログハウスは、冷
暖房・冷蔵庫・バス・トイレ・２段ベッド２基
など設備が充実しています。吹き抜けの１階部
分ではバーべキューができます。
○施設概要　ログハウス５棟（８人用）
○利用期間　４月１日～ 10 月 31 日
○利用料金　１棟につき 10,000 円
　　　　　　※炊事セット無料貸出
【問い合わせ】
　串良総合支所建設維持課　☎ 0994-63-3115

ログハウス

キャンプ場

バンガロー・キャビン

バンガロー

まってみよう

バンガロー・フィールドセンター・ゲストハウス

バンガロー・オートキャンプ場
　大隅広域公園には、冷蔵庫・バス・トイレなどの設備が充実
したバリアフリーのバンガローや、オートキャンプ場がありま
す。
○施設概要　バンガロー　６棟（５～６人用）
　　　　　　※全棟バリアフリーで、２棟はエアコン付（有料）
　　　　　　オートキャンプ場　普通車用　20 区画
　　　　　　　　　　　　　　　大型車用　 ３区画
　　　　　　フリーテント　12 区画
○利用期間　通年（年末は休み）
○利用料金　バンガロー１棟につき　　　　　　　 9,270 円
　　　　　　オートキャンプ場　１区画１泊につき 3,860 円
　　　　　　フリーテント　　　１区画１泊につき 1,110 円
　　　　　　※６月及び９月から３月までは利用料金が３割引
　　　　　　※バーベキューコンロ無料貸出（10台）
【問い合わせ】
　大隅広域公園オートキャンプ場　☎ 0994-34-4567

　標高 550 ｍの高台に位置する輝北うわば公園からは日本一美しい
星空や 360 度の大自然のパノラマなどを楽しめます。
○施設概要　バンガローＡタイプ　２棟（６人用）
　　　　　　バンガローＢタイプ　４棟（８人用）
　　　　　　バンガローＣタイプ　７棟（５人用）
　　　　　　フィールドセンター　１室（８人用）
　　　　　　フィールドセンター　４室（４人用）
　　　　　　ゲストハウス　　　　２室（15 人用）
○利用期間　通年
○利用料金　バンガローＡタイプ　  6,300 円＋１人につき     630 円
　　　　　　バンガローＢタイプ　  4,200 円＋１人につき     420 円
　　　　　　バンガローＣタイプ　  2,100 円＋１人につき     210 円
　　　　　　フィールドセンター　  8,000 円＋１人につき     600 円
　　　　　　フィールドセンター　  4,000 円＋１人につき     600 円
　　　　　　ゲストハウス　　　　10,500 円＋１人につき 1,050 円
【問い合わせ】輝北うわば公園　☎ 099-485-1900
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をお持ちの方へ

平成 18 年
10 月から

一定以上所得者の
自己負担割合が変わります

平成18 年10月から、一定以上の所得がある人の自己負担割合が
２割から３割に引き上げられます。
※一定以上所得者以外は１割のままです。

平成18 年９月30日まで

一定以上所得者 ２割

一般・低所得Ⅰ・Ⅱ １割

平成18 年10月１日から

一定以上所得者 ３割

一般・低所得Ⅰ・Ⅱ １割

　

判
定
に
よ
り
一
部
負
担
金
の
割

合
に
変
更
が
あ
る
人
に
は
、
７
月

末
ま
で
に
新
し
い
割
合
の
老
人
保

健
法
医
療
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。

　

８
月
１
日
以
降
の
受
診
に
つ
い

て
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
新
し
い

医
療
受
給
者
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
判
定
の
結
果
、
一
部
負
担
金
の

割
合
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、

医
療
受
給
者
証
は
郵
送
さ
れ
ま

せ
ん
。
今
ま
で
お
持
ち
の
医
療

受
給
者
証
を
そ
の
ま
ま
お
使
い

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課　

老
人
保
健
係

　

☎
０
９
９
４

－

43

－

２
１
１
１

　

  （
内
線
３
１
６
０
・
３
１
６
２
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

こ
れ
ま
で
医
療
機
関
で
受
診
す

る
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
提
示
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
８

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
が
カ
ー
ド
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
高
齢
受
給
者
証
を
兼
ね
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
高
齢
受
給
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
た
一
部
負
担
金
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
中
に
記
載
さ
れ
ま
す

の
で
、
医
療
機
関
へ
は
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る

だ
け
で
受
診
で
き
ま
す
。

平成 18 年
８月 か ら

自己負担割合を決める所得区分の
判定基準が変わります

所得
区分

判　定　基　準 自己負担割合
注１）  自己負担限度額（月額）

外　来 外来 +入院

一
定
以
上
所
得
者

　同一世帯に課税所得が145万円以上の70 歳以上または老人
保健で医療を受ける人がいる人
　ただし、70 歳以上または老人保健で医療を受ける人の収入
の合計が、下記の場合、申請により「一般」となります。

２割
（平成 18 年
10 月からは
３割）

40,200 円

72,300 円
+｛（総医療
費 -361,500
円）×１％｝
（ ４回目以
降 は 40,200
円）

一般
一定以上所得者、低所得Ⅰ、低所得Ⅱのどれにもあてはまらな
い人

１割

12,000 円 40,200 円

注２）

低所得Ⅱ
世帯全員が、住民税非課税で低所得Ⅰにあてはまらない人

8,000 円

24,600 円

注２）

低所得Ⅰ

世帯全員が、住民税非課税で、各所得が必要経費・控除を差
し引いたときに０円となる人

年金の所得は控除額を 65万円として計算

年金の所得は控除額を80万円として計算

15,000 円

平成18 年７月31日まで

１人世帯 484万円未満
２人以上世帯 621万円未満

平成18 年８月１日から

１人世帯 383万円未満
２人以上世帯 520万円未満

平成18 年７月31日まで

平成18 年８月１日から

注１）自己負担限度額は、平成18 年10月から変わります。
注２）低所得Ⅰ・Ⅱに該当する人は、入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請が必要です。

経過措置 ※所得区分が上がる人には、経過措置がある場合があります
（平成18 年８月から２年間）

経
過
措
置
①

一定以上所得者に該当する人で、次のいずれかにあてはま
る人については、医療費が高額になったときの自己負担限
度額は「一定以上所得者」ではなく、「一般」を適用します。

課税所得 145万円以上 213万円未満

収入の
合計金額

１人世帯 383万円以上484万円未満

２人以上世帯 520万円以上621万円未満

経
過
措
置
②

世帯員の一部が住民税課税者となっても、合計
所得金額が125 万円以下で昭和15 年１月１日
以前生まれの人だけの世帯の場合は、同一世帯
内の非課税者は、「低所得Ⅱ」を適用します。

※老齢福祉年金受給者は、「低所得Ⅰ」を適用し
ます。

老人保健法医療受給者証

所得区分が一般・低所得Ⅱ・
低所得Ⅰの方は、１割と記載
されます。

所得区分が一定以上所得者
の方は、３割（平成 18 年９
月30日までは２割）と記載
されます。

所得区分が一定以上所得者
の方で、経過措置により自
己負担限度額が一般となる
方は、３割（平成 18 年９月
30日までは２割）＊自己負
担限度額「一般」適用と記
載されます。

○○○○○○○○○○
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国
内
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
牛
肉

の
う
ち
、
約
15
％
が
黒
毛
和
牛
な

ど
の
和
牛
で
す
。

　

こ
の
黒
毛
和
牛
の
全
国
一
の
生

産
量
を
誇
る
鹿
児
島
県
で
生
産
さ

れ
る
黒
毛
和
牛
は「
鹿
児
島
黒
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
親
し
ま
れ
、
き

め
細
や
か
な
軟
ら
か
い
肉
質
と
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
霜
降
り
で
、
高
級

食
材
と
し
て
全
国
の
消
費
者
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
「
鹿
児
島
黒
牛
」

の
県
内
一
の
産
出
額
と
総
飼
養
頭

数
を
誇
る
の
が
鹿
屋
市
で
す
。

　

市
内
に
は
、
子
牛
を
産
ま
せ
て

育
て
る
繁
殖
農
家
が
１
，
９
１
０

戸
、
牛
を
太
ら
せ
て
肉
を
つ
け

る
肥
育
農
家
が
１
４
１
戸
あ
り
、

４
４
，
４
２
０
頭
が
飼
育
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
の
も
と
、
経
験
豊

か
な
農
家
が
飼
育
し
た
鹿
屋
市
の

　

鹿
屋
市
は
、
温
暖
な
気
候
と
、
豊
富

な
水
や
広
い
土
地
な
ど
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産

出
額
を
誇
る
か
ん
し
ょ･

豚
・
肉
用
牛
・

養
殖
カ
ン
パ
チ
な
ど
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
多
彩
な
農
畜
水
産
物
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農

畜
水
産
物
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
も

の
か
ら
、
少
量
で
も
地
域
で
好
評
を
得

て
い
る
も
の
ま
で
、
魅
力
あ
る
も
の
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
鹿
屋
で
生
産

さ
れ
て
い
る
農
畜
水
産
物
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
肉
質
の
良
さ
か
ら
鹿

児
島
黒
牛
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ

る
肉
用
牛「
黒
毛
和
牛
」を
紹
介
し
ま
す
。

黒
毛
和
牛
の
品
質
は
非
常
に
高
く
、

曽
於
・
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
毎

月
開
催
さ
れ
る
子
牛
の
セ
リ
市
に

は
、
全
国
か
ら
大
勢
の
購
買
者
が

訪
れ
て
お
り
、
取
引
価
格
や
取
扱

高
も
、
県
内
に
19
か
所
あ
る
家
畜

市
場
の
中
で
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
盛
ん
な
肉
用
牛

の
生
産
を
支
援
す
る
た
め
、
市
で

は
、
肉
用
牛
の
生
産
性
向
上
対
策

や
優
良
牛
の
導
入
・
保
留
に
努
め

る
と
と
も
に
、
畜
舎
や
堆
肥
舎
等

の
飼
養
管
理
施
設
や
環
境
保
全
施

設
の
整
備
を
推
進
し
、
省
力
管
理

で
効
率
的
な
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
畜
産
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
１
８

　

市
産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
４

  　　　　　　　　　　鹿屋市の主要品目の現状　　　　　　　（千万円）
畜産部門 鹿屋市の産出額 県内での順位 県内1位の産出額

豚 1,622 １位 1,622
肉用牛 879 １位 879
ブロイラー 269 ７位 593（大崎町）
鶏卵 161 ４位 539（出水市）
耕種部門 鹿屋市の産出額 県内での順位 県内1位の産出額

かんしょ 221 １位 221
茶（生茶） 100 ７位 634（頴娃町）
きく 59 ３位 197（枕崎市）
荒茶 47 ５位 328（頴娃町）
ごぼう 46 １位 46
にんじん 38 １位 38
ピーマン 38 ３位 148（東串良町）
さといも 35 １位 35
ブロッコリー 10 １位 10
水産部門 漁獲量（t） 県内での順位 漁獲量（t）

カンパチ 5,116 ２位 10,487（垂水市）

肉用牛農家戸数（戸）

曽於市 2,221

鹿屋市 2,051

志布志市 1,142

総飼養頭数（頭）

鹿屋市 44,420

曽於市 32,960

指宿市 25,280

繁殖雌牛頭数（頭）

鹿屋市 18,050

曽於市 14,070

志布志市 8,410

肉用牛産出額（千万円）

鹿屋市 879

曽於市 699

指宿市 534

上別府　美由紀さん（24歳）
　　　　　　　　串良町上小原

　牛の世話は、毎日愛情を注ぐこと
で、牛も態度で応えてくれるようにな
ります。そういう点では、男性よりも
気配りなどが効く女性に向いている
仕事なのかもしれません。
　今年１月には、畜産業を営む若手
女性6人で、情報交換などを通して
良質の牛を生産しようと「きもつき
Ｉ
アイラブギュウ

♡牛」を結成しました。
　目標は、女性の細やかさを生かし
た牛を育てて、共進会に出品するこ
と、そして、たくさんの女性にこのグ
ループのことを知ってもらい、後継
者不足の解消や畜産業の活性化に
つなげることです。
　鹿屋の畜産業を女性の力でもっと
もっと元気にしたいですね。

女
性
の
力
で

　
　

元
気
に
し
た
い

高い品質を誇る鹿屋の黒毛和牛

牛の資質・品位等を競い
合う共進会

サシ（脂）・肉質が優れて
いる最高級霜降肉

※平成16 年度農林水産統計データより市産業政策課が試算
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児
童
手
当
・
医
療
費
助
成
金

か
の
や

子
育
て
ガ
イ
ド
④

  

児
童
手
当

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
制
度
が
改

正
さ
れ
小
学
校
６
年
生
ま
で
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い

人
　

平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に
申

請
し
た
場
合
、
平
成
18
年
４
月
分

ま
で
を
上
限
と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
９

月
上
旬
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
９
月
以
前
に
支
給
要
件
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
た
月
分
に
限
り

ま
す
）

※
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
は
す
ぐ
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
手
当
は
翌

月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

　

小
学
校
５
、６
年
生
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
は
、「
額
改
定

請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に
対
象

と
な
る
小
学
校
４
〜
６
年
生
に

つ
い
て
も
、
平
成
18
年
10
月
１

日
以
降
の
申
請
の
場
合
、
支
給

は
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

　

第
１
子
・
２
子
＝
５
，０
０
０
円

　

第
３
子
以
降
＝
１
０
，０
０
０
円

支
払
時
期

　

６
月
・
10
月
・
２
月

  

児
童
扶
養
手
当

　

父
親
が
い
な
い
児
童
又
は
父
親

が
重
度
障
害
者
の
児
童
の
母
親
や
、

母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
障
害
の
あ
る

児
童
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）
で

す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
、

公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い
る

場
合
や
対
象
児
童
が
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
、
ま
た
母
親
に
事
実
上
婚

姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
男
性
が

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

全
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
４
１
，
７
２
０
円

一
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
９
，
８
５
０
円
〜

　
　
　
　
　

４
１
，
７
１
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

法
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
、

対
象
児
童
が
障
害
を
支
給
理
由
と

し
て
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
や
心
身
障
害
児
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

一
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
５
０
，
７
５
０
円

二
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
３
３
，
８
０
０
円

  

乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

　

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
に
か

か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保
険
診
療

に
よ
る
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま

す
。

助
成
額
（
月
額
）

０
歳
〜
３
歳
未
満
児
＝
全
額
助
成

３
歳
〜
６
歳
児
（
小
学
校
就
学

前
ま
で
）
＝
３
，０
０
０
円
を

超
え
る
額
を
助
成

※
吾
平
町
居
住
者
は
６
歳
の
誕
生

月
ま
で
全
額
助
成

  

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
　

  

医
療
費
助
成
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及

び
児
童
、
並
び
に
父
母
の
な
い
児

童
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

　

助
成
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
父
又
は
母
の

場
合
は
末
子
が
該
当
す
る
期
間
ま

で
）
で
す
。

  

母
子
家
庭
へ
の

　
　
　

  　

自
立
支
援

　

母
子
家
庭
の
母
親
が
、
就
職
に

役
立
つ
技
能
や
資
格
取
得
の
た
め

に
講
座
を
受
講
し
た
り
、
専
門
学

校
等
で
修
業
し
て
い
る
場
合
に
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

教
育
訓
練
の
た
め
の
講
座
等

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
医
療
事

務
等
）
を
受
講
し
た
場
合
、
受

講
費
の
40
％
（
８
，
０
０
０
円

以
上
で
２
０
０
，
０
０
０
円
を

限
度
）
を
支
給
し
ま
す
。

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

就
職
に
有
利
な
資
格
（
看
護

師
、
保
育
士
等
）
取
得
の
た
め

に
２
年
以
上
の
養
成
機
関
に
在

籍
し
て
い
る
場
合
、
修
業
期
間

の
３
分
の
１
の
期
間
に
、
月
額

１
０
３
，
０
０
０
円
を
支
給
し

ま
す
。
た
だ
し
、
受
給
資
格
や

対
象
と
な
る
講
座
、
取
得
資
格

等
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
所
得

及
び
現
況
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

現
在
受
給
中
の
人
に
は
文
書
で

通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
４

－

43

－

２
１
１
１

　
　
　
　
　

   （
内
線
３
１
４
２
）

　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

つ
ど
い
の
広
場「
ひ
よ
こ
」は
、

乳
幼
児
（
０
〜
３
歳
）
を
持
つ

親
と
そ
の
子
ど
も
が
気
軽
に
集

い
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。

開
設
日
時

　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
の

　

10
時
〜
17
時

場
所

　

鹿
屋
東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

　

保
育
室
（
新
川
町
）

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
９
０

※
開
設
日
以
外
の
日
も
保
育
室

は
毎
日
開
放
し
て
い
ま
す
。

内
容

・
親
子
の
交
流
、
集
い
の
場
の
提

供
・
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
、
子
育
て
相
談
（
毎
週
木

曜
日
・
事
前
に
予
約
が
必
要
）

・
地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の

提
供

・
子
育
て
及
び
子
育
て
支
援
に

関
す
る
講
習

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
３
４

７/18
オープン

鹿屋警察署

鹿屋中央高校

鹿屋ひ尿器科

鹿屋東地区
学習センター

一里山交差点

日　時　７月 18日（火）　午前 10時～
場　所　鹿屋東地区学習センター
内　容　赤ちゃんとお母さんのリトミック
　　　　講師　沢田五己先生
　　　　　 ※リトミックとはリズムに合わせて体を動かす運
　　　　　　  動です。運動のできる格好でお越しください。

～子育ての仲間づくりや育児相談ができます～
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　６月11日・18日、鹿屋市消防団操
法大会が市内３会場（11日：吾平会場、
18日：鹿屋会場、串良会場）で開催さ
れました。
　大会は、鹿屋市消防団（47分団、967
人）の消火技術の向上と、団員の士気と
チームワークを養うため隔年で行われて
いるものです。
　鹿屋、串良、吾平の３会場で開催され、
小型ポンプ操法の部に計14分団、ポン
プ自動車操法の部に計33分団が出場し、
日頃の練習の成果を競い合いまいた。各
会場の審査結果は左記のとおり。

※優勝チームは８月11日に開催される
県消防協会肝属支部操法大会に出場
します。なお、輝北消防団は、選抜
チームにより出場するため、操法大会
は開催しませんでした。

３会場で鹿屋市消防団
操法大会を開催

優　勝
鹿屋消防団操法大会
小型ポンプ操法の部＝荒平分団
ポンプ自動車操法の部＝野里分団

優　勝
串良消防団操法大会
ポンプ自動車操法の部＝細山田分団

優　勝
吾平消防団操法大会
小型ポンプ操法の部＝中央分団
ポンプ自動車操法の部＝中央分団

　６月８日、鹿屋市役所で東京都に本社を持つ株式
会社スリーベルと鹿屋市の立地協定の調印式が行わ
れました。
　同社は、電話回線やインターネットプロバイダの
顧客獲得業務などを行う会社として平成12年に創業。
今回、優秀な人材の雇用確保や、立地条件などから
同社のコールセンター設置が決定しました。同セン
ターは、市役所近くの電器店跡に設置され６月15日
より操業を開始。当初は従業員20人で操業しますが、
年内には120人以上の雇用を予定しており、地域経
済の発展に大きく貢献することが期待されています。

　６月12日、新鹿屋市の誕生を祝
い「全羅北道鹿児島クラブ」のメ
ンバー６人が鹿屋市役所を表敬訪
問しました。
　同クラブは、韓国全州市の北
一初等学校と串良地区の３小学
校（串良小・細山田小・上小原小）
との間で行われてきた相互親善交
流を支援してきた団体。会長の林
升夾（ｲﾑ･ｽﾝﾈ）氏は「新鹿屋市の
誕生を機に、より一層交流の輪を
広げていきましょう」と話しました。

　６月16日、吾平町上名の黒羽子観光農園でスイートコーン狩りが始ま
りました。
　同農園のコーンは、実のつまりを良くするため、ひとつの茎に１本の
コーンができるように育ててあり、甘くて皮が柔らかく、生のままでも
食べられるのが特徴。約50アールの畑に、約16,000本が植えられており、
毎年、多くの人が収穫に訪れています。
　当日行われた開園式には、近くの幼稚園児など約20人が訪れ、もぎ取っ
たコーンを早速試食。「甘くておいしい」と喜んでいました。

新鹿屋市で、
より一層の交流を！

　６月16日、鹿屋港の沖合いに古
江小学校３・４年生の児童12人が
ヒラメの稚魚約3,300匹を放流し
ました。
　これは、鹿屋市漁業協同組合が、
子供たちに放流を体験してもらい
栽培漁業や資源増殖についての理
解を深めてもらおうと行ったもの。
子供たちは、体長８cm程のヒラメ
の稚魚に「早く大きく育ってね！」
「元気に育ってね！」と声をかけ
ながら放流していました。

  サッカーのワールドカップで、
日本対クロアチア戦が行われた６
月18日、大浦町の空店舗で応援イ
ベント（鹿屋市サッカー協会主催）
が開催されました。
　会場には、日本を応援しようと
ブルーの衣装に身をまとったサ
ポーター約700人が集合。縦４ｍ、
横７ｍの大スクリーンに映し出さ
れる日本チームのプレーに熱い声
援を送っていました。

ヒラメの稚魚
3,300匹を放流

　６月13日、鹿屋市役所で「父
の日に牛

ち ち

乳を贈ろう！」キャン
ペーンが行われました。
　これは、飲料製品の多様化など
により牛乳の消費が低迷する中、
父の日に牛乳を飲んでもらおうと
行われている全国キャンペーンの
一環として実施されたもの。大隅
酪農青年女性会議のメンバーなど
が訪れ、「焼酎の牛乳割りを試し
てみてはいかが」などと、牛乳の
消費拡大をＰＲしました。

　６月29日、鹿屋市役所で神奈川県に本社を持つ日
本モレックス株式会社と鹿屋市の立地協定調印式が
行われました。
　同社は、シカゴに本社を持つモレックス社の日本
法人として昭和45年に設立された会社で、鹿児島工
場は、電子・電気機械器具（コネクター）の製造工
場として平成４年に鹿屋内陸工業団地で操業を開始。
今回、国内外の需要増に対応するため、工場増設を
決定しました。今回の工場増設は、雇用の創出、地
域経済の活性化はもとより、鹿児島県の工業振興の
発展に大きく貢献することが期待されています。

※収穫は７月中
旬に終了する
予定です。

２社と立地協定を締結
日本モレックス株式会社 株式会社スリーベル

『スイートコーン狩り』始まる

牛乳の消費拡大をＰＲ 日本チームに熱い声援！



　７月３日、鹿屋市役所で、“社
会を明るくする運動” のメッセー
ジ伝達式が行われました。
　同運動は、犯罪のない明るい社
会を築こうという全国的な運動。
当日は、保護司会鹿屋支部や鹿屋
市更生保護女性会のメンバーが、
運動への協力を求める法務大臣と
県知事のメッセージを鹿屋市長に
伝達したほか、運動の一環として
中学校でのリーフレット配布や講
演が行われました。

　６月25日、鹿屋市役所で男女共
同参画公開講座が開催され、落語
家の桂文也氏による「笑って・感
じて・気付いて・変わる」と題し
た講演会や「目覚めのススメ」と
題した落語が行われました。
　会では、桂文也氏が、男と女の
間にある間違った思いこみや意識
のズレを分かりやすく紹介。会場
を訪れた約180人は笑いの渦に包
まれながら、男女共同参画の認識
を新たにしていました。

　６月18日、かのやばら園の温室で『ば
らの切り花体験』が始まりました。
　これは、園内でばらを観賞するだけで
はなく、自宅でもばらの魅力を楽しんで
もらおうと始められたもので、温室にあ
る205種類、約7,000株のばらの中から、
気に入ったばらを好きなだけ切り取るこ
とができます。
　１本につき150円～200円（入園料は、
別途必要）で、休園日を除き１年中可能。
かのやばら園オリジナルの箱も用意され、
贈り物としても最適です。
【問い合わせ】
　かのやばら園　☎0994-40-2170

　６月25日、姶良川の河川敷で自
分たちの川は自分たちで守り、ふ
るさとの川に親しみをもってもら
おうと第19回姶良川クリーン作戦
（姶良川河川愛護会主催）が行わ
れました。
　当日は、地域住民やスポーツ
少年団、各種団体から約350人が
参加。約１時間かけて堤防や川の
中に捨てられた空き缶など、軽
トラック1.5台分のごみを収集し、
きれいにしました。

犯罪のない
明るい社会を築こう

　６月30日、吾平保健センターで、
「ハンセン病に関する啓発講演会」
が開催されました。
　講演会では、星塚敬愛園園長の
有川勲氏が「ハンセン病は治療に
より完治する病気で遺伝病では
ない」と医学的見地でハンセン病
を紹介。また、同園自治会の上野
正子氏が「本当につらいのは病気
よりも差別。ハンセン病について、
きちんと理解してほしい」と、自
らの体験をもとに訴えました。

高尾小学校で行わ
れた講演会

ばら園温室で
『ばらの切り花体験』

始まる

姶良川を清掃病気よりも
つらいのが差別です

思いこみや
意識のズレを紹介
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Information

Information

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2006 8月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29

2006 7月

23
30

24
31

鹿屋市職員を募集
　鹿屋市では、平成 18年度職員採用試験を下記のとおり実施します。

１　試験を行う職種・採用予定人数・受験資格

職　種 採用予定人数 受　　　験　　　資　　　格

一 般 事 務
区分Ａ 若干名 昭和 60 年 4月 2日から平成元年 4月 1日までに生まれた人

区分Ｂ 若干名 昭和 52 年 4月 2日から昭和 60 年 4月 1日までに生まれた人

２　試験の方法及び日程等（区分Ａ・Ｂ共通）

試験区分 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

第１次試験

試 験 日 平成 18 年９月 17 日（日）

試 験 会 場 鹿屋市立鹿屋女子高等学校

試 験 科 目 一般教養試験（高等学校卒業程度（初級））及び作文試験

合 格 発 表 平成 18 年 10 月 11 日（水）

第２次試験
試 験 日 平成 18 年 10 月下旬

試 験 科 目 適性検査及び面接等

※第２次試験については、第１次試験合格者に対して別途詳細を通知します。

３　申込方法等

項　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

受 験 申 込 み
受 付 期 間

平成 18 年７月 31 日（月）から８月 18 日（金）（郵送必着）

受 験 申 込 書
の 配 布 場 所

鹿屋市役所総務部総務課
輝北総合支所、串良総合支所、吾平総合支所の地域振興課

郵 送 に よ る
資 料 請 求 方 法

封筒の表に「受験申込書請求」と書いて下記あてに送付してください。
（120 円切手を貼った宛先明記の角型 2号封筒（240 × 332mm）を同封すること）

資 料 請 求
申 込 書 提 出
問 い 合 わ せ 先

〒 893-8501
鹿屋市共栄町 20 番１号
鹿屋市総務部総務課人事研修班
☎ 0994-31-1127（直通）
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平
成
18
年
度
自
衛
官
を

募
集

　

平
成
18
年
度
の
自
衛
官
を
左
表

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
連
絡
部

　

鹿
屋
募
集
事
務
所

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

４
３
８
６

介
護
慰
労
金
手
続
き
の

お
知
ら
せ
（
平
成
18
年

度
第
１
回
目
受
付
）

● 

受
給
対
象
者
＝
次
の
要
件
す
べ

て
を
満
た
す
人

・
65
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
場
合

①
要
介
護
高
齢
者
、
介
護
者
（
受

給
対
象
者
）
が
、
８
月
１
日
現

在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き
１
年

以
上
居
住
し
住
民
登
録
を
有
し

て
い
る
こ
と

②
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
第
１
号

被
保
険
者
）
で
、
２
月
１
日
か

ら
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
）、

要
介
護
３
、
要
介
護
４
、
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

状
態
で
、
継
続
し
て
６
か
月
以

上
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

③
８
月
１
日
の
資
格
認
定
日
に
在

宅
介
護
し
て
い
る
人

※
２
月
１
日
以
降
、
延
べ
３
か
月

以
上
の
長
期
入
院
（
入
所
）
を

し
た
要
介
護
高
齢
者
の
場
合
は
、

受
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
）
の

人
は
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要

介
護
認
定
申
請
に
係
る
認
定
調

査
票
及
び
主
治
医
意
見
書
に
お

い
て
、
認
知
症
性
老
人
の
日
常

生
活
自
立
度
判
定
基
準
の
ラ
ン

ク
Ⅲ
ａ
以
上
の
人
の
み
で
す
。

・
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
要
介
護

障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
場
合

①
要
介
護
障
害
者
（
常
時
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
人
）、
介
護

者
（
受
給
対
象
者
）
が
、
８
月

１
日
現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
し
住
民
登
録

を
有
し
て
い
る
こ
と

②
２
月
１
日
以
前
か
ら
特
別
障
害

者
手
当
を
受
給
し
て
い
る
要
介

護
障
害
者
を
、
同
居
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
状
態
で
継
続
し
て
６

か
月
以
上
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
人

※
所
得
制
限
等
で
特
別
障
害
者
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者

を
在
宅
介
護
し
て
い
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
要
介
護
障
害
者
は
日
常
生

活
に
つ
い
て
後
日
調
査
し
ま
す
。

③
８
月
１
日
の
資
格
認
定
日
に
、

在
宅
介
護
し
て
い
る
人

※
２
月
１
日
以
降
、
延
べ
３
か
月

以
上
の
長
期
入
院
（
入
所
）
を

し
た
要
介
護
障
害
者
の
場
合
は
、

受
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

● 

支
給
額
（
１
人
当
た
り
）

①
要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
要
介

護
高
齢
者
＝
年
額
６
万
円

②
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
）、

要
介
護
３
の
要
介
護
高
齢
者
＝

Information

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
法
人
を
募

集
　

市
の
委
託
を
受
け
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
法
人
を

募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
法
人
＝
市
内
を
対
象
に
３

年
以
上
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
実
績
が
あ
り
、
市
内
に
法
人

事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
法
人

● 

募
集
地
区
＝
市
内
４
地
区

①
北
部
地
区
（
輝
北
地
区
、高
隈
・

鹿
屋
中
学
校
区
）

②
東
部
地
区
（
串
良
地
区
、
鹿
屋

東
中
学
校
区
）

③
西
部
地
区
（
花
岡
・
第
一
鹿
屋

中
学
校
区
）

④
南
部
地
区
（
吾
平
地
区
、田
崎
・

大
姶
良
・
高
須
中
学
校
区
）

● 

公
募
期
限
＝
８
月
２
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
７
５
２

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

Information

● 

入
場
料

　

大
人
＝
２
，
３
０
０
円

　

（
当
日
２
，
５
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
＝

　
　
　
　

１
，
３
０
０
円

　

（
当
日
１
，
５
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

永
遠
の
一
秒
公
演
実
行
委
員
会

　

事
務
局

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

９
６
２
９

が
け
地
近
接
等
危
険
住

宅
移
転
事
業
費
補
助
の

お
知
ら
せ

　

危
険
区
域
内
に
建
っ
て
い
る
危

険
住
宅
の
移
転
を
促
進
す
る
た

め
、
移
転
者
が
危
険
住
宅
の
除
却

な
ど
に
要
す
る
経
費
と
新
た
に
建

設
す
る
住
宅
（
購
入
も
含
む
）
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

● 

補
助
金
の
限
度
額
（
１
戸
当
た

り
）

①
危
険
住
宅
の
除
却
等
に
要
す
る

経
費
＝
78
万
円

②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
建
設

に
要
す
る
経
費
＝
金
融
機
関
等

か
ら
融
資
を
受
け
た
借
入
金
の

利
息
（
年
利
率
８
・
５
％
を
限

度
）
に
相
当
す
る
額
で
次
の
額

を
限
度
と
し
ま
す
。

　

住
宅
建
設
費
＝
４
４
４
万
円

　

土
地
取
得
費
＝
２
０
６
万
円

　

敷
地
造
成
＝
58
万
円

※
平
成
18
年
度
に
移
転
し
、
補
助

を
希
望
す
る
人
は
９
月
15
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
建
築
住
宅
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
２
９

　

各
総
合
支
所
建
設
維
持
課

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
カ
バ
ー
の
配
布

　

８
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
が
カ
ー
ド
化
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
保
険
証
カ
バ
ー

を
配
布
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

本
庁
、
各
支
所
の
窓
口
に
８
月
１

日
以
降
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
は
、
７
月
中
に
各
家
庭
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課
管
理
係

　

（
１
階
④
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
９
８

募集種目 資格 受付期間 試験期日

航空学生 高卒（見込含）
で 21 歳未満 ８／１（火）～９／８（金） ９／ 23（土）

一般曹候補学生 18 歳以上
24 歳未満 ８／１（火）～９／８（金） ９／ 16（土）

曹候補士 18 歳以上
27 歳未満 ８／１（火）～９／８（金） ９／ 16（土）

２等陸・海・空士
（男子）

18 歳以上
27 歳未満

年間を通じて受け付けて
います。

受付時にお知
らせします。

２等陸・海・空士
（女子）

18 歳以上
27 歳未満 ８／１（火）～９／８（金） ９／ 24（日）９／ 25（月）

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

沖
縄
、
奄
美
、
小
笠
原
、
ト
カ

ラ
列
島
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

の
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
の

病
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
た
め
に
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
の
一
部
の
植
物
は
、
本
土
へ
の

持
ち
込
み
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
生
地
域
か
ら
小
包
な
ど
で

サ
ツ
マ
イ
モ
等
を
受
け
取
っ
た
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
課

　

☎
０
９
９
４‒
31‒
１
１
１
７

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

演
劇
「
永
遠
の
一
秒
」

TEARS FOR THE FUTURE

　“

銀
河
隊”

と
呼
ば
れ
る
、
旧
海

軍
赤
江
飛
行
場
（
現
在
の
宮
崎
空

港
）
を
飛
び
立
っ
た
３
人
の
特
攻

隊
員
が
、
攻
撃
と
と
も
に
時
空
を

超
え
て
60
年
後
の
現
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
、
か
つ
て
の
戦
友
と

再
会
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。

● 

日
時
＝
８
月
11
日
（
金
）

　

①
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

②
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

● 

場
所
＝
市
文
化
会
館

（
１
時
間
程
度
）

※
台
風
や
大
雨
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

● 

清
掃
区
域
＝
祓
川
町
（
下
栗
須

橋
）
か
ら
馬
込
橋
（
吾
平
）

※
手
袋
、
帽
子
な
ど
は
各
自
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
環
境
政
策
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
５
６

　

小
さ
な
親
切
運
動
鹿
屋
支
部

　

（
県
総
務
事
務
所
内
）

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
１
３
６

ご
存
知
で
す
か
！
検
察

審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
な
い
の
は
ど
う
も
納
得
が
で
き

な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
３
３
０

ïïïïï
ï

ï
ï

年
額
３
万
円

③
要
介
護
障
害
者
＝
年
額
３
万
円

● 

申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
民
生
委
員
の
証
明
が

必
要
）

・
郵
便
貯
金
以
外
の
介
護
者
名
義

の
預
金
通
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

み
）

● 

申
請
期
間
＝
８
月
１
日
（
火
）

〜
31
日
（
木
）

※
申
請
書
等
は
市
高
齢
障
害
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、

各
出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
高
齢
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

第
24
回
肝
属
川
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施

　

私
た
ち
の
生
活
の
豊
か
さ
と
と

も
に
汚
れ
て
し
ま
っ
た
肝
属
川

を
、
昔
の
清
流
に
戻
す
た
め
肝
属

川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
肝
属
川
流
域
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
８
月
６
日
（
日
）

開
始
式
＝
６
時
15
分
（
市
役
所

議
会
等
前
駐
車
場
）

清
掃
＝
６
時
30
分
〜
７
時
30
分



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

す
こ
や
か
長
寿
社
会
運

動
推
進
協
力
員
を
委
嘱

　

県
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
の
中
で
健
康
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
し
、
す
こ
や
か
で

心
豊
か
な
長
寿
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
「
す
こ
や
か
長
寿
社
会
づ

く
り
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
積
極
的
な
普
及
、
啓
発
を
図

る
た
め
、
鹿
屋
市
で
は
、
山
ノ
川

光
雄
さ
ん
と
米
永
文
子
さ
ん
が
、

「
す
こ
や
か
長
寿
社
会
運
動
推
進

協
力
員
」
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
２
年
間
で
、
県
内
で
は

62
人
の
推
進
協
力
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
６

第
47
回
鹿
屋
バ
レ
エ
発
表
会

● 

日
時
＝
８
月
６
日
（
日
）
13
時
〜

● 

入
場
料

　

一
般
＝
２
，
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
＝
１
，
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
バ
レ
エ
研
究
所

　

☎
０
９
９
４‒

44‒

４
３
９
５

鹿
屋
高
校
吹
奏
楽
部
第
27
回
定
期

演
奏
会

● 

日
時
＝
８
月
９
日
（
水
）
14
時

〜
● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

４
１
４
５

映
画
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ　

Ｏ
Ｆ　

Ｇ
Ｏ
Ｄ
」

● 

日
時
＝
８
月
19
日
（
土
）

　

①
11
時
〜
②
14
時
30
分
〜

　

③
18
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝

　

一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円

　

中
学
生
ま
で
＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　

＝
１
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
ミ
ッ
テ
10

　

☎
０
９
９‒

８
１
２‒

６
６
５
６

伍
代
夏
子
歌
謡
ス
テ
ー
ジ

● 

日
時
＝
８
月
20
日
（
日
）

　

①
12
時
〜
②
17
時
〜

● 

入
場
料
＝
３
，
８
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

竹
澤
音
楽
企
画

　

☎
０
９
９‒

２
９
３‒

３
６
２
０

Information

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

７月・８月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

７月16日
幸田内科 寿４丁目 0994-43-5000
検見崎病院 西原1丁目 0994-43-2991

17日
前田内科 本町 0994-42-2175
たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

23日
中原クリニック 横山町 0994-48-2011
小林クリニック 上谷町 0994-41-0700

30日
みやぞのクリニック 田崎町 0994-40-4600
かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

８月６日
森田胃腸科内科医院 郷之原町 0994-40-2822
村上整形外科医院 今坂町 0994-41-2511

13日
福田医院 寿３丁目 0994-43-4191
小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

７月16日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-8181

内村産婦人科 串良町岡崎 0994-63-2521

23日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314

宮地胃腸科外科 串良町岡崎 0994-63-5040

30日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025

児玉医院 東串良町川東 0994-63-8522

８月６日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006

はらだ整形外科 東串良町池之原 0994-63-8080

13日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171

東條医院 串良町下小原 0994-63-7377

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
７月16日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 0994-40-1811

17日 下浜歯科医院 川西町 0994-41-5888

23日 さかもと歯科クリニック 寿８丁目 0994-44-2003

30日 瀬口歯科医院 西大手町 0994-43-3333

8月６日 高須歯科医院 高須町 0994-47-2525

13日 武田歯科医院 今坂町 0994-44-1619

14日 すみの歯科医院 寿３丁目 0994-42-2959

15日 根木原歯科医院 札元１丁目 0994-41-0750

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時
７月・８月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。

Information

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

あ
の
〜
、
そ
れ
は
違
法
行
為
で
す
け
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

牧
野　

二
郎
著

「
反
日
」
を
拒
絶
で
き
る
日
本　
　

    

渡
部　

昇
一
著

富
の
未
来
（
上
・
下
）　　

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
著

臨
終
デ
ザ
イ
ン　
　
　
　
　
　

  　
　

丸
山　

和
也
著

万
世
一
系
の
ひ
み
つ　
　
　
　

  　

竹
内　

久
美
子
著

お
と
な
の
楽
し
み　

俳
句
入
門　

  　

小
澤　

實
監
修

澪
つ
く
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

明
野　

照
葉
著

陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
の
日
常
と
襲
撃  

井
坂　

幸
太
郎
著

お
ふ
ろ
ご
っ
こ　
　
　
　
　
　

  

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
作

は
ら
ぺ
こ
ヘ
ビ
く
ん　
　
　

  　

み
や
に
し
た
つ
や
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
育
児
百
科  　

井
美　

昭
一
郎
著

「
西
部
王
国
」
崩
壊  　
　

  

共
同
通
信
社
経
済
部
監
修

毎
日
か
あ
さ
ん
３  　
　
　
　
　
　

西
原　

理
恵
子
著

だ
め
よ
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
！

　
　
　
　
　
　
　

  　
　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
著

小
さ
い
こ
と
に
く
よ
く
よ
す
る
な
！
愛
情
編

  

リ
チ
ャ
ー
ド
＆
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
カ
ー
ル
ソ
ン
作

男
の
子
お
こ
と
わ
り
、
魔
女
オ
ン
リ
ー

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ー
マ
ス
・
プ
レ
ツ
ィ
ナ
作

ビ
ッ
グ
・
え
ほ
ん　

ひ
さ
の
星  　
　

斉
藤　

隆
介
作

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

黒
い
朝
、
白
い
夜　
　

  　
　
　
　

岩
井　

志
麻
子
著

旅
の
い
ろ　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

北
方　

謙
三
著

う
そ
う
そ　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

畠
中　

恵
著

余
命　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

谷
村　

志
穂
著

風
に
舞
い
あ
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト　

  

森　

絵
都
著

ち
い
さ
な
天
使
と
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
・
パ
イ　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ソ
ー
ネ
ン
ブ
リ
ッ
ク
著

ペ
リ
ー
・
Ｄ
の
日
記  　

Ｌ
・
Ｊ
・
ア
ド
リ
ン
ト
ン
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

カ
ビ
に
よ
る
病
気
が
増
え
て
い
る　

  　

宮
地　

誠
著

梅
ぢ
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

藤　

清
光
他
著

ら
っ
き
ょ
う
三
昧　
　
　
　
　

  　
　

藤　

清
光
他
著

か
ご
し
ま
検
定　
　
　
　
　

  

鹿
児
島
商
工
会
議
所
編

県
庁
の
星　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

桂　

望
実
著

親
子
で
始
め
よ
う
！
は
じ
め
て
の
手
話
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

谷　

千
春
監
修

男
の
子
お
こ
と
わ
り
、
魔
女
オ
ン
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ー
マ
ス
・
ブ
レ
ツ
ィ
ナ
作

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
作

図
書
の
案
内

○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外

　前夜祭（六月灯）　18時 30 分～ 21 時 20 分 　
　　　　　　　　　  鵜戸神社
　　
　お神輿　　15時～ 16 時　 吾平町商店街
　町民踊り　18時～ 19 時　 吾平町商店街
　　　　　　※踊りコンテスト開催
　花火大会　20時～ 21 時 30 分
　　　　　　　　　　　　　月見橋上流
【問い合わせ】
　吾平町商工会　☎ 0994-58-6020

８月５日（土）

８月６日（日）

8/5
8/6

（土）

（日）
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　６月 20 日、古前城町にあ
る鹿屋農業高等学校の実習用
水田で、同校農業科の２・３
年生を対象にした「ドロンコ
祭り」が開催されました。
　この祭りは、自然のエネル
ギーを体全体で受け止め、土
と水の恵みに感謝しようと行
われているもので、今年で４
年目。全身を泥だらけにしな
がら、生徒と教師が一緒になっ
てサッカーや徒競走などの競
技を楽しんでいました。

今月の表紙

　有馬彩
あや

ちゃん（１歳）

　大町獅
し お ん

音くん（５か月）
いとこで仲良しだよ。冒険いっぱい
しようね！（２人の親より）

　濱田叶
と む

夢くん (６歳 )
　彩

あ や か

香ちゃん (８歳 )
　康

こうしろ う

士朗くん (２歳 )　新川町
ず～っと仲良し♥（父・母）

早瀬陽
はる と

人くん（１歳）吾平町上名
いつも元気いっぱいのやんちゃ坊主
です♥（父・母）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 18年７月 13日発行　No.013
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.7

平成 18 年６月 1日現在

安藤颯
そう ま

馬くん（１歳）輝北町市成
広い心を持った優しい人に育って
ね★（父・母）

○左
○右

対前月比
総　数 105,698 人　 (  + 1 )
男 50,174 人　 (  +12 )
女 55,524 人　 (  - 1 1 )
世帯数 44,018 世帯 (  +11 )

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。年齢は問いませ
ん。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

　住倉知
ちな つ

夏ちゃん（２歳）
　真

まひ ろ

央ちゃん（７か月）
串良町岡崎
これからも仲良く元気に育ってね
（父・母）

○左
○中
○右

○左
○右

広報

輝北歴史民俗資料館には、墜落し
たB29の機関銃などが展示されて
います。


